
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

46

400
実績 310
目標 43.5

目標

実績

目標

実績

老齢者・団塊の世代・関心の薄い層の意識
啓発

「男は仕事」「女は家事・育児」と思わない市
民意識の割合

人

％

H20

実績値
単位指標設定の考え方

実績 3

H18 H19

評価者
氏　名

槙田　ちえみ 連絡先
22

(内線)

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

０７０２００

人権政策部　男女共同参画課

終了年度 平成

50

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

378151

4,470

平成２０年度 計画内容

378 150

150428

報償費

150
200 200

4,698 4,470

目標

実績

目標 2
実績 2

4,320

報償費
委託料

50

その他 　

年度

137

　
報償費 100

関連事業
年度

各支所において男女共同参画セミナーや座談会を実施

　委託先

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

就学後の市民

（※対象件数

根拠法令・要綱等 男女共同参画社会基本法・伊賀市男女共同参画推進条例

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

2

男女共同参画セミナーを実施　「心地いい家族のカタチ」
講師：スーパー主夫　山田亮さん
中央公民館と共催で老齢者対象の講演会を実施　「長生きの秘
訣」　出前講座（１箇所）の実施（自治会関係）

男性の参加者が増加傾向にあり、意識啓発が進んできて
いる。

(千円)
報償費人

1 式 278

　
2委託

進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

事
業
内
容

開始年度 平成

事
業
目
的

基本計画該当頁

施　策

154

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

120

2

人

状
況
変
化
等

　

金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

2

その他

平成１８年度 決算内容

男女共同意識の浸透を図ることができる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容

2

151事業費計(A)
　 31

　 Σ

人件費（Ｂ） 0.7 人 5,040

5,191

人件費（Ｂ）

37

0.6

事業費計(A)
その他
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

137

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 4,320 人 4,320

事業費計(A)

4,457

　

人
　 (千円)

委託料 1

(千円)
100

　

0.6

Σ 150

150

　

人 4,320

　 5050 その他
Σ

報償費 2

その他 　 　
事業費計(A) 　 428

100
278式

人

4,748

0.60.6 人 4,320 人件費（Ｂ）

総務管理費

　 50

　 (千円)
1 人

男女共同参画費

男女共同参画推進経費

男女共同参画講座事業経費

378　 Σ

総合評価 事業の方向性

1

9632

2180

事業の成果を測る指標

参加者数

参加者のアンケートによる意識啓
発と理解

評価項目 ポイント

428

報償費

その他
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

「男女共同参画社会基本法」第１４条に基づき、男女共同参画社会形成の促進に関する施策についての基本的な計画を定
め、市民、事業者、行政が協働で男女共同参画を推進し、あらゆる分野、場面で男女平等意識の浸透を図るため、行政は
いろいろな機会を通じ市民に情報を提供し、意識啓発をすることが必要です。

老齢者や男性の参加者が増加傾向にあり、意識が高まってきている。

出前講座（市）の開催実績が少なかったが、開催した地域においては固定的な性別役割分担意識について考える機会がで
きました。

幅広い市民を対象に各地域で市や県の職員が講師（講師料が不要）として出前講座を実施することにより、男女共同参画
に対して理解が深められる。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容

5

4

人0.6

150
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

男女共同参画の視点で進めるまちづく
り支援事業助成金（フレンテみえから助
成）　上限３０万円

178

50

150
150

137
137

128

男女共同参画の視点で進めるまちづく
り支援事業助成金（フレンテみえから助
成）　上限３０万円

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 151

151

評価項目についてのコメント

効率性

4

4

必要性

有効性

3

4

達成度

改善についての取り組み

50

1002 人

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 金  額単位単位 数量

区分

会計

項

名               称

150

41

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

男女共同参画講座事業経費

あらゆる場に男女がともに参画する社会をつくる
目

男女の人権の尊重

コード 名            称

01

02

一般会計

総務費

03

01

19

101

47

330

350

41.5

41

目標

実績 91.6

430 450

H21

2

Ａ 拡大 各地域で行う人権学習の中で、男女共同参画の視点にたった学習の機会を図られるよう人権政策課と連携を行います。

目標値

回
目標 2 目標 3
実績 3

2

5

2
目標 4
実績 1

出前講座（県）

回

回
3

実績 4

講演会参加指標（１７年度はリーダー研修）

出前講座（市）
目標

ソフト事業

4

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


